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2025 年 ５⽉ 23⽇ 

⼀般社団法⼈ ⽇本家政学会中部⽀部 第 69 回（2025 年度）⼤会 開催概要

中 部 ⽀ 部 ⻑ 平林 由果
第 69 回⼤会実⾏委員⻑ 岸本 満 

⼀般社団法⼈ ⽇本家政学会中部⽀部 第 69 回（2025 年度）⼤会を下記の通り開催いたします。
皆さまのご参加をお待ち申し上げます。 

⽇    程：2025 年 9 ⽉ 13 ⽇（⼟）12:30〜18:30 

会     場：名古屋学芸⼤学 名城前医療キャンパス（名古屋市中区三の丸 4-1-1） 
地下鉄名城線 名古屋城駅より徒歩 1 分  名鉄瀬⼾線 東⼤⼿駅より徒歩 7 分 

スケジュール：    11:30 〜 受付（参加者・発表者） 

12:30 〜 13:30   総会  

13:30 〜 15:00       研究発表会（⼝頭発表） 

   15:00 〜 17:00   ⼀般公開講演会 

   17:30 〜 18:30   交流会 

参加費⽤： 
⼤会参加費        正会員 1,500 円（不課税）、⾮会員 2,200 円（税込み）、学⽣無料 
※ ⼤会参加費については、正会員は不課税、⾮会員は税込み⾦額です。

交流会参加費（税込み）    正会員 2,200 円、⾮会員 4,400 円、学⽣  1,100 円 

※参加費・交流会参加費は事前振込でお⽀払いください。

参加申込などの詳細は 7 ⽉上旬にお知らせします。 振込の確認ができた時点で「参加確定」となります。 

演題募集：詳細は、下記「2.演題募集要項」をご覧ください。 

第 69 回⼤会実⾏委員： 
和泉秀彦・岸本満・島上祐樹・錦⾒淳⼦・福岡恩・⼭縣亮介・鷲津かの⼦



2 

１． ⼀般公開講演会 

〔趣旨〕我が国は有数の⻑寿⼤国である反⾯、それに伴い⾼齢化の進⾏が⼤きな社会問題となってい
る。健康寿命と平均寿命の差は約 10 年あり、⾼齢者は何らかの疾患と付き合いながら最期を
迎えることとになる。健康⻑寿の秘訣について、⾼齢者の栄養⾯から考える。 

講演１「フレイル・サルコペニアを防ぐ⾷事と栄養」 

名古屋学芸⼤学⼤学院  教授 下⽅浩史 ⽒ 

講演 2 「⾼齢者の孤⾷、⾷パターンと栄養状態」 
名古屋学芸⼤学 管理栄養学部  講師 宇野千晴 ⽒ 

２．演題募集要項 

（1）研究発表会は⼝頭発表のみとなります。

（2）演題の筆頭発表者は会員に限られますので、演題申込に合わせて登録してください。

（3） 演題申込提出 2025 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽉）17:00 締め切り
要旨原稿提出 2025 年 7 ⽉ 30 ⽇（⽔）17:00 締め切り

演題申込は、Google forms で受け付けます。 

右のQR コードまたは、下記の URL から 

お申込みください。回答のコピーが送信され
ますので、ご確認ください。 

  https://forms.gle/QKVYzzXfmLTxkCes7 

QR コードはこちら 

要旨原稿は、「要旨原稿作成要項」に従って、添付の「要旨原稿様式」（Microsoft Word ファイル）
を⽤いて作成してください。⼤会実⾏委員会事務局（kaseichubu69_gr@nuas.ac.jp）までメール（添付
ファイル）でお送りください。メールの件名は必ず【中部⽀部⼤会（発表者⽒名）】としてください。

３．中部⽀部⼤会発表奨励賞 

（⼀社）⽇本家政学会中部⽀部では、⽀部事業のひとつとして、将来、本学会で活躍することが期
待される若⼿研究者等の研究の奨励を⽬的として、中部⽀部賞を設け表彰しております。第 69 回
（2025 年度）⼤会の発表の中から 2 件の中部⽀部⼤会発表奨励賞の授与を予定しております。 
【受賞資格】本⼤会における奨励賞受賞候補者は、以下の要件を満たすことが必要です。  

１．年齢が 45 歳程度までの（⼀社）⽇本家政学会正会員または学⽣会員であること。 
２．本⼤会の発表において、⼝頭発表の登壇者であること。 
３．発表申込時に奨励賞の審査希望の申告を⾏っている者。 

【選考】中部⽀部⼤会発表奨励賞選考委員が⾏う。 
【表彰】賞として表彰状、併せて副賞を贈呈する。 

エントリーされる⽅は、申し込みフォームのエントリー欄の「希望する」を選択して、⽣年
⽉⽇ を記⼊ください。⽣年⽉⽇は受賞条件の確認に使⽤し、個⼈情報の保護に留意します。 

https://forms.gle/QKVYzzXfmLTxkCes7
mailto:kaseichubu69_gr@nuas.ac.jp
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４．研究発表の要領 
⼝頭発表はパワーポイントを⽤いて⾏います。発表時間は１題 15 分（発表 12 分、討論 3 分）を予

定していますが、発表件数により発表時間が変更となる可能性があります。発表に使⽤するデータを 
USB メモリ等に⼊れて持参し、⼤会当⽇、発表者受付を⾏った後、発表会場のパソコンに保存してく
ださい。 

発表会場に準備する PC の OS はMicrosoft Windows 11、アプリケーションは Microsoft PowerPoint 
for Microsoft 365 です。 環境の違いによって位置ずれが起こる可能性がありますが、ご容赦くださ
い。また、動画および⾳声の使⽤はご遠慮ください。 

 
５．研究発表プログラム・研究発表要旨集について 

研究発表プログラムは、8 ⽉中旬にメールにて配信します。研究発表要旨集は、⼤会当⽇に受付で
配付します。 

 
６．研究発表の演題について 

中部⽀部では特許法第 30 条第 1 項に基づく指定学術団体の申請はしていません。そのため、中部⽀
部⼤会で研究発表された演題は未発表のものとみなし、⽇本家政学会の年次⼤会では演題を登録する
ことができます。しかし、他学会については、未発表の演題とみなされない場合がありますのでご留
意ください。 

 
７．第 69 回⼤会に関する問い合わせ 

第 69 回⼤会実⾏委員会事務局：錦⾒淳⼦（名古屋学芸⼤学 メディア造形学部ファッション造形学科） 

E-mail : kaseichubu69_gr@nuas.ac.jp 
※お問い合わせは⼤会当⽇を含め E-mail にてご連絡ください。 

 
以上 


